
（1）　第　１０６　号 ２０１４年（平成２６年）１１月１５日神奈川県職労連 退職者こだま会報

集団的自衛権NO！
武力で平和は築けない

NO.106

紅葉と大山ケーブルカー（友井真言）

・コラム散歩道   ❶
・手作り文化祭／おすす

めの１冊   ❷
・こだま俳壇／スウェー

デン便り／予告   ❸
・会員紹介
　（菊田　勲さん）   ❹
・社会保障制度「改革」

の行方   ❺
・第２８回高齢者大会／集

団的自衛権NOかなが
わ大集会   ❻

・全国自治体退職者連絡
会総会／神奈川自治労
連退職者会総会   ❼

・楽しい料理教室／絵手
紙・はがき絵   ❽

今号の紙面

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。０４５（２１２）３１７９まで

ま
の
海
岸
線
や
、
人
の
住
ま
な
い
死・

ん・

だ・

ま・

ま・

の・

故・

郷・

が
続
い
て
い
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
２０
代
の
若
者
３
人
が

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

余
り
。
津
波
と
放
射
能
の
恐

怖
は
、
遠・

い・

出・

来・

事・

に
な
っ

た
人
が
多
い
。
し
か
し
、
フ

ク
シ
マ
は
今
も
荒
れ
地
の
ま

『
ぼ
ち
ぼ
ち
い
こ

カ
ー
』
と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、

翌
月
か
ら
現
在
ま

で
３０
回
、
ほ
ぼ
月

１
回
の
支
援
を
続

け
て
い
る
。

　

最
初
は
物
資
配

布
を
、
１
年
過
ぎ

か
ら
心
の
支
援
を

集
会
所
で
、「
交

流
広
場
」
と
し
て

実
施
。
最
近
は
、

足
湯
・
肩
も
み
・

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
が
主
で
あ
る
。

　

土
曜
日
朝
６
時
、
１０
人
乗
り
の
レ
ン
タ

カ
ー
で
逗
子
を
出
発
。
東
京
駅
で
も
参
加

者
を
乗
せ
、
常
磐
道
を
走
り
、
昼
過
ぎ
、

南
相
馬
に
到
着
。
急
い
で
室
内
の
準
備
を

し
、
夕
方
ま
で
「
交
流
広
場
」
を
開
催
。

短
い
時
間
だ
が
、
笑
顔
で
語
り
合
う
姿
が

多
く
見
ら
れ
て
嬉
し
い
。

活
動
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
彼
ら
を
支
援

で
き
た
ら
と
、参
加
し
て
１０
回
を
す
ぎ
た
。

体
力
・
気
力
・
智
力
の
衰
え
を
感
じ
つ
つ
、

時
間
が
あ
る
限
り
、
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
み

な
が
ら
…
。

吉田　綾子

フクシマを忘れずに

り
、
食
べ
る
。

午
前
中
、「
交

流
広
場
」
を
続

け
、
昼
食
後
帰

路
に
つ
く
。
途

中
、
道
の
駅
で

地
元
の
野
菜
や

産
物
を
買
い
、

夜
９
時
〜
１０

時
、
逗
子
に
到

着
、解
散
す
る
。

別
れ
は
い
つ

も
、
握
手
で
あ

る
。

　

若
い
人
た
ち

は
、
貴
重
な
休

み
を
返
上
し
て

　

夕
方
は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
差
し
入

れ
で
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
お
か
ず
と
ご
飯

で
舌
鼓
を
う
ち
（
私
は
も
っ
ぱ
ら
炊
事

係
）、
近
く
の
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
後
、
男
女
別
々
に
集
会
所
で

就
眠
す
る
。

　

日
曜
の
早
朝
散
歩
を
し
な
が
ら
、
地
元

の
人
と
お
喋
り
を
し
、
帰
っ
て
朝
食
を
作

南相馬市の「交流ひろば」で足湯、ハンドトリー
トメント、肩もみ（２０１４年６月２１日〜２２日）
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お
す
す
め
の
一
冊 

　
７００円＋税

『
ヘ
イ
ト・ス
ピ
ー
チ
と
は
な
に
か
』

師
岡
康
子
　
著

　

こ
の
と
こ
ろ
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ（hate 

speech

）
の
言
葉
を
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

で
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

こ
の
用
語
は
、
１
９
８
０
年
代
に
ヘ
イ

ト
・
ク
ラ
イ
ム
と
と
も
に
一
般
化
し
た
意

外
に
新
し
い
用
語
で
す
。
日
本
語
で
は
、

「
差
別
的
憎
悪
表
現
」と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
も
ヘ
イ
ト
・
ク
ラ

イ
ム
（hate crim

e

）
の
い
ず
れ
も
人
種
・

民
族
・
性
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す

る
、
差
別
に
よ
る
攻
撃
を
さ
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
朝
鮮
人
学
校
や
生
徒
に
対
し

て
、
聞
く
に
耐
え
な
い
罵
詈
雑
言
を
浴
び

せ
る
と
か
、
サ
ッ
カ
ー
場
の
観
覧
席
の
横

断
幕
に
、
日
本
人
以
外
を
締
め
出
す
差
別

表
現
を
掲
げ
る
行
為
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
が
蔓
延
し
て
い
く
と
、

人
々
の
人
権
を
侵
す
と
こ
ろ
ま
で
進
み
ま

す
。
社
会
は
、
こ
れ
に
対
し
て
規
制
を
選

び
ま
す
。
国
際
社
会
で
は
、
ヘ
イ
ト
・
ス

ピ
ー
チ
を
放
置
せ
ず
に
、
規
制
の
濫
用
を

防
ぎ
つ
つ
、
国
が
規
制
す
べ
き
だ
と
の
共

通
の
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
た
だ
、
表
現
の
規
制
と
そ
の
自
由
の

関
係
が
、
問
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
こ
の
問
題
の
包
括
的
入
門
書
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
著
者
は
弁
護
士
。
人

権
法
が
専
門
で
す
。

　

岩
波
新
書
（
新
赤
版
）。
２
０
１
３
年

１２
月
刊 

（
木
村
武
子
）

　

演
芸
会
場
の
舞
台
で
は
、
歌
や
踊
り
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
次
々
に
披
露
。
テ
ー

ブ
ル
で
は
、
軽
食
を
と
り
な
が
ら
交
流
の

輪
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
会
員
の
文
芸
作
品
は
、
絵
画

４
人
、
写
真
２
人
、
俳
句
１８
人
、
絵
手
紙

２
人
、
葉
書
絵
２
人
、
書
３
人
、
被
災
地

福
島
応
援
ツ
ア
ー
写
真
１
点
、
ク
ロ
ー

バ
ー
の
押
し
花
１
点
。
演
芸
は
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
５
人
、
歌
３
人
、
田
宮
流
居
合
抜
き

１
人
の
計
４１
人
で
し
た
。

大
盛
況
。
午
後
３
時
過
ぎ
ま
で
交
流
が
続

き
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
切
り
絵
や

写
真
、
絵
手
紙
、
絵
画
、
手
芸
、
俳
句
、

書
、
編
み
物
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
活

動
等
々
、
力
作
が
展
示
さ
れ
、「
み
ん
な

力
作
だ
ね
」「
私
に
も
で
き
る
か
な
」
な

ど
の
声
も
。

オ
ー
プ
ン
。

参
加
者
は
２

５
０
人
超
で

　

神
奈
川
自
治
労
連
退

職
者
会
の
「
第
２０
回
ふ

れ
あ
い
手
作
り
文
化

祭
」
が
１１
月
１
日
、
横

浜
市
従
会
館
で
１０
時
に

合
唱
や
踊
り
で
交
流

神奈川自治労連退職者会

第２０回
ふれあい
手作り
文化祭

絵画 俳句

写真 など 力作ぞろい

華やかなフラダンスを披露

田宮流の居合抜きを披露する稲本春雄さん

見事な書や生け花

絵画・写真コーナー

俳句・絵手紙・はがき絵コーナー
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●第５９回歴史教室（講義）
と　き　１１月２７日（木）１３時３０分〜１６時３０分
場　所　県庁本庁舎６階共用会議室
テーマ　小田原北条氏五代
講　師　生方武羅夫・会員
会　費　無料。初めての方歓迎
申込先　こだま会事務所　０４５（２１２）３１７９
　または佐藤喜治　０４５（３６１）０１１２
●俳句サークル「こだま句会」
　（会員募集中）
　月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）
　１２月１１日　１月８日　
ところ　県庁本庁舎６階共用会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　８００円
申込先　こだま会事務所　０４５（２１２）３１７９
　　　　または井村友彦　０４６３（８１）４４９３
●囲碁同好会
月例会　毎月第１日曜日１２時から
場　所　「囲碁サロン」ＪＲ藤沢駅南口そば
申込先　こだま会事務所　０４５（２１２）３１７９
●食文化を楽しむ会（薬膳料理）
と　き　１２月４日（木）１１時〜１５時
ところ　横浜市西区公会堂／料理室
内　容　風邪予防の薬膳料理
会　費　２０００円
講　師　亀井禎子会員
申込先　こだま会事務所　０４５（２１２）３１７９

こ
だ
ま
俳
壇
（
１０
月
）

釣
人
の
背
な
に
紅
葉
の
二
三
枚鳥

海
　
敏
雄

紅
葉
狩
小
枝
を
箸
に
御
裾
分
け小

川
　
水
草

紅
葉
絵
の
余
白
に
そ
え
て
旅
便
り

友
井
　
眞
言

点
滴
を
見
上
げ
る
窓
辺
も
う
秋
か

横
川
美
代
子

金
木
犀
五
百
羅
漢
を
包
み
け
り松

尾
佐
知
子

白
壁
に
影
絵
の
ご
と
し
紅
葉
か
な

松
本
　
正
治

醤
油
蔵
出
で
て
眩
し
き
空
や
秋田

中
　
一
男

リ
ハ
ビ
リ
の
友
を
見
舞
う
や
秋
日
和

島
田
多
嘉
子

今
年
に
は
今
年
の
思
ひ
紅
葉
か
な

柳
瀬
　
節
子

逝
き
し
友
し
ら
せ
も
な
く
て
神
無
月

中
村
　
桂
子

い
つ
も
の
席
で
コ
ー
ヒ
ー
す
す
る
秋
の
暮

木
村
　
武
子

秋
の
夜
の
あ
と
が
き
長
き
歌
集
か
な

坂
　
　
　
守

読
み
か
け
の
本
よ
り
ぱ
ら
り
押
し
紅
葉

鈴
木
志
げ
子

撫
子
や
も
っ
と
や
さ
し
く
出
来
た
の
に

三
井
　
光
子

金
木
犀
牛
舎
三
戸
の
分
か
れ
道井

村
　
友
彦

俳
人
の
あ
り
の
ま
ま
の
私
菊
香
る

高
橋
　
和
江

遠
雷
に
立
ち
向
う
よ
な
太
鼓
か
な

白
井
保
次
郎

櫨
落
葉
晩
学
と
い
う
こ
こ
ろ
ざ
し

太
田
　
土
男

▲▼マンションから見た風景 　

妻
の
仕
事
の
関
係
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

に
来
て
、
は
や
４０
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
中
は
団
体
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
た

G
um

la stan

（
旧
市
街
）
も
、
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
居
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

中
央
駅
か
ら
地
下
鉄
で
５
つ
目
のH

orns
tull

か
ら
徒
歩
１０
分
の
高
台
の
ア
パ
ー
ト

を
借
り
て
い
ま
す
。
緑
と
湖
に
囲
ま
れ
た

と
こ
ろ
で
、
散
歩
コ
ー
ス
に
こ
と
か
き
ま

せ
ん
。

　

今
日
（
１０
月
１０
日
）
は
、天
気
が
よ
か
っ

た
の
で
、夕
方
か
ら
湖
沿
いSlussen

（
地

下
鉄
で
３
駅
）ま
で
散
歩
に
行
き
ま
し
た
。

並
木
で
車
道
と
隔
た
れ
た
広
い
歩
道
と
自

転
車
専
用
道
路
（
こ
れ
が
日
本
で
も
欲
し

い
）
を
、
湖
越
し
に
市
庁
舎
側
の
美
し
い

建
物
群
を
見
な
が
ら
１
時
間
１５
分
でSlus

sen

に
。
見
晴
ら
し
の
良
い
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
小
一
時
間
ゆ
っ
た
り

し
、
夜
景
を
見
な
が
ら
徒
歩
で
帰
宅
。

　

４
年
に
１
度
の
総
選
挙
に
遭
遇
し
、
ま

た
、
老
人
ホ
ー
ム
や
知
人
宅
へ
の
訪
問
な

ど
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
生
活
を
垣
間

見
て
、「
豊
か
さ
と
は
何
か
」
を
実
感
。

何
よ
り
も
見
習
う
べ
き
は
、
８５
％
を
超
え

る
投
票
率
に
現
れ
て
い
る
「
参
加
意
識
の

高
さ
」
で
す
ね
。

スウェーデン
だより
加瀬文隆

● こだま会事務局は毎週火曜日
（午前１０時〜午後４時）ボラン
ティアで運営しています。

● 各事業の問合せや、相談ごと
などは、電話またはＦＡＸ、
メールでどうぞ。

●住所　 ２３１−８５８８
　　　　 横浜市中区日本大通り１
　　　　県庁本庁舎６階
●電話　０４５（２１２）３１７９（代）
　FAX　０４５（２１２）３１７８
●メール　 kodama@kodamakai.

sakura.ne.jp

事務局だより
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会員
紹介

−4２−

ランニングの
効用エトセトラ

菊田　勲さん

　

原
稿
を
頼
ま
れ
、
は
て
困
っ
た
な
と

思
い
つ
つ
も
、
私
の
近
況
を
お
知
ら
せ

で
き
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と

思
い
、
筆
を
執
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

□　
　

□　
　

□

　

私
は
、
２
０
０
６
年
に
神
奈
川
県
を

退
職
、
そ
の
後
第
二
の
職
場
で
３
年
間

勤
め
、
２
０
０
９
年
に
完
全
に
仕
事
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
そ
の

後
も
若
干
の
期
間
、
非
常
勤
と
し
て
勤

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
）。

　

仕
事
を
離
れ
た
と
た
ん
、
地
域
の
人

が
待
っ
て
お
り
、
町
内
会
の
役
員
に
、

し
か
も
三
役
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。我
が
町
内
会
は
、松
ぼ
っ

く
り
（
老
人
の
お
茶
飲
み
会
）、
地
引

網
大
会
、
夏
ま
つ
り
、
バ
ス
旅
行
、
運

動
会
、
芋
煮
会
、
清
掃
活
動
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
様
々
な
行
事
を
活
発
に

行
っ
て
お
り
、
何
か
と
役
員
の
出
番
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
正
直
な
と
こ
ろ

少
々
窮
屈
な
生
活
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
、
地
域
で
の
役
割
を
与
え
ら

れ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
く
、
ま
た
地
域

の
人
々
と
も
知
り
合
い
が
増
え
一
つ
の

財
産
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

□　
　

□　
　

□

　

さ
て
、
４３
歳
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開

始
し
、
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
４
分
の
１
世
紀
強
、
走
り
続
け
、

私
に
と
っ
て
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
ジ
ョ

ギ
ン
グ
？
）
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
効
用
を
私
な
り

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
達
成
感
。
そ
れ
が
距

離
で
あ
っ
た
り
、
タ
イ
ム
で
あ
っ
た
り

各
人
に
よ
り
様
々
で
す
が
、
目
標
を
持

ち
、
達
成
で
き
た
と
き
の
喜
び
は
心
地

よ
い
も
の
で
す
。

　

次
に
健
康
。
私
の
場
合
は
風
邪
を
ほ

と
ん
ど
ひ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
ひ
い

て
も
寝
込
む
こ
と
な
く
、
軽
く
て
済
み

ま
す
。
汗
を
か
き
、
代
謝
機
能
が
増
し

た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

四
つ
め
は
、精
神
的
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

何
ら
か
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
の
が
日
常

で
す
が
、
走
る
こ
と
で
解
放
感
が
得
ら

れ
ま
す
。

　

五
つ
め
は
、
目
標
が
持
て
る
こ
と
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
向
け
、
距
離
を
こ
な

す
、
坂
道
の
練
習
を
す
る
、
酒
を
控
え

る
（
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
）
等
に

と
り
く
み
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
け

ら
れ
る
こ
と
。

　

そ
の
他
、
認
知
症
予
防
に
も
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は

未
知
数
で
す
。

□　
　

□　
　

□

　

現
在
、
週
に
５
日
程
度
は
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
し
て
い
ま
す
が
、
古
希
を
迎
え
る

身
と
な
り
、
年
々
体
力
の
衰
え
は
否
め

ま
せ
ん
。
走
っ
て
い
て
も
後
か
ら
来
た

人
が
ど
ん
ど
ん
追
い
越
し
て
い
き
ま

す
。「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
お
見

送
り
す
る
立
場
と
な
り
、
寂
し
さ
と
と

も
に
、
い
つ
ま
で
走
れ
る
の
か
と
不
安

を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　

し
か
し
、
私
が
属
し
て
い
る
「
か
も

め
走
遊
会
」
に
は
諸
先
輩
方
が
元
気
に

走
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
習

い
、
今
後
も
走
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
走
れ
る
ぞ
と
。

２０１４年の初詣マラソン（かもめ走遊会のみなさ
んと鎌倉・岩殿寺で。左から３人目が菊田さん）

　

三
つ
め

は
、
共
通
の

趣
味
を
土
台

と
す
る
仲
間

と
楽
し
く
過

ご
す
時
間
・

空
間
を
持
て

る
こ
と
。
と

く
に
、
走
っ

た
後
、
皆
で

一
杯
は
最
高

で
す
。
走
ら

な
く
て
も
飲

み
会
は
盛
り

上
が
り
ま
す

が
…
。
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２
０
１
２
年
度
以
来
検
討
さ
れ
て
い
た

社
会
保
障
制
度
の
「
改
革
」
が
、
本
年
６

月
に
成
立
し
た「
医
療
・
介
護
総
合
法
」（
略

称
）
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
具
体
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
４
月
に
消
費
税
率
を
上
げ
、

医
療
・
介
護
・
子
育
て
・
年
金
等
に
充
て

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
特
に
医
療
・

介
護
を
一
体
化
し
つ
つ
圧
縮
し
、「
自
助
」

「
共
助
」
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
助
」
に
つ
い
て
は
、自
ら
働
い
て
、

自
ら
の
生
活
を
支
え
、
自
ら
の
健
康
は
自

ら
維
持
す
る
と
し
て
、「
健
康
自
己
責
任

論
」
を
展
開
し
、
自
己
管
理
が
で
き
て
い

る
人
は
保
険
料
を
減
額
す
る
よ
う
な
こ
と

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
共
助
」
は
、
親
族
や
近
隣
の
人

た
ち
が
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
が
、
社
会
保
険
で
あ
る
介
護
保
険

を
分
割
し
、
市
町
村
に
丸
投
げ
。
し
か
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
み
込
む
と
い
う
こ
と

は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
私
的
サ
ー
ビ
ス
を

い
っ
し
ょ
く
た
に
し
た
も
の
で
、
乱
暴
な

改
革
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
町
村
に

よ
っ
て
は
Ｎ
Ｐ
О
法
人
す
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
と
い
う
の
に
。

　

医
療
に
つ
い
て
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」

制
度
を
強
化
し
、
そ
れ
を
経
ず
大
病
院
に

行
っ
た
場
合
は
初
診
料
を
高
額
に
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
診
抑
制
が
検
討
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
２
０
２
５
年
、

「
団
塊
の
世
代
」

が
７５
歳
以
上
に

達
し
、
超
高
齢

社
会
に
な
る
の

に
対
し
、
病
床

の
整
備
目
標
は

現
在
の
１
０
７

万
床
を
１
０
３

万
床
へ
と
４
万

床
の
削
減
で
す

か
ら
、
当
然
入

院
日
数
は
縮
減

さ
れ
ま
す
。

　

一
般
病
床
を

高
度
急
性
期
１５

〜
１６
日
、
急
性

期
９
日
な
ど
、

４
段
階
に
区
分

し
、
あ
ら
ゆ
る

段
階
か
ら
在
宅

復
帰
を
促
す
た

め
、
診
療
報
酬
上
の
仕
組
み
が
新
た
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
認
知
症
の
独
居
者
や
老
老
介

護
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
に
、
在
宅
で
誰

が
介
護
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
５
年
ま
で
に
、
ヘ
ル
パ
ー
を
１

０
０
万
人
増
や
す
と
政
府
は
主
張
し
て
い

ま
す
が
、
あ
ま
り
に
現
実
を
無
視
し
た
発

想
で
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
主
婦
で
、
登

録
制
で
あ
り
、
身
分
保
障
も
一
般
労
働
法

を
無
理
に
当
て
は
め
て
い
る
の
で
、
運
用

が
極
め
て
難
し
く
、
収
入
も
一
定
し
な
い

た
め
、
経
済
的
に
厳
し
い
人
は
施
設
に
流

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
年
齢
的
に
６０
か
ら
７０
代
が
多

く
、
離
職
者
を
補
充
す
る
若
い
世
代
は
、

呼
び
か
け
て
も
働
く
人
が
い
な
い
の
で
、

ど
の
事
業
所
も
ヘ
ル
パ
ー
不
足
に
悩
ん
で

い
ま
す
。

　

外
国
人
の
採
用
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
施
設
な
ら
と
も
か
く
、
個
人
宅
の
訪

問
介
護
は
そ
れ
ぞ
れ
言
葉
や
習
慣
が
異
な

り
、
不
可
能
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

が
で
き
な
く
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
料
老

人
ホ
ー
ム
が
乱
立
し
て
い
る
の
で
、
資
金

の
あ
る
人
は
心
配
な
い
で
し
ょ
う
が
、
年

金
が
削
減
さ
れ
て
い
る
今
日
、
低
所
得
者

が
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
餌
食
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
対
策
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
新
井
通
子
）

社
会
保
障
制
度「
改
革
」の
行
方

と　き■１１月２９日（土）
　　　　開会：１４時〜１７時
ところ■横浜市健康福祉センター
　　　　８階８Ｆ会議室（ＪＲ桜木町駅前）
講　演■�「武力行使で平和は築けるのか

（仮）−集団的自衛権は日本をど
う変えるのか−

講　師■伊勢崎賢治氏
　　　　東京外語大学大学院教授
資料代■５００円
連絡先■佐伯義郎　０９０（２４７３）２６８１

伊勢崎賢治（いせさき・けんじ）氏のプロフィール●国際援助、和平実現のための武装解除などで国際的に活躍。『武装解除―紛争屋
が見た世界』（講談社）、など著書多数。講演、新聞、雑誌、テレビ等各メディアに出演。現・東京外語大学大学院教授

「武装解除人」（伊勢崎賢治氏）を招いて 県職員
九条の会「平和のつどい＆総会」

★★講演の前に
総会を行います★★ 伊勢崎賢治氏
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第２８回日本高齢者大会in富山・レポート

憲法を活かし、みんな
が輝く社会
平和な日本を

　

第
２８
回
日
本
高
齢
者
大
会
が
、「
憲
法

を
く
ら
し
に
活
か
し
、
み
ん
な
が
輝
く
社

会
、
平
和
な
日
本
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

９
月
１２
日
か
ら
１３
日
、
富
山
市
内
で
開
か

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
２
日
間
で
全
国
か

ら
延
べ
５
３
４
７
人
が
参
加
、
こ
だ
ま
会

か
ら
は
２
人
が
参
加
。
仲
戸
川
実
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

高
齢
者
パ
ワ
ー
を
目
の
当
た
り
に

　

こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
大
会
参
加
の
実
績

を
み
る
と
、
平
均
で
約
５
５
０
０
人
。
ま

ず
、
そ
の
多
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

１
日
目
は
、
東
京
駅
を
７
時
４８
分
に
出

発
、
分
科
会
の
会
場
（
富
山
大
学
）
に
着

い
た
の
は
１２
時
。
７
の
学
習
講
座
、
１６
の

分
科
会
、
４
の
移
動
分
科
会
と
選
択
の
幅

が
広
す
ぎ
、
ど
こ
に
参
加
し
よ
う
か
迷
っ

て
い
る
う
ち
に
、
開
催
時
間
の
１
時
が
迫

り
、
あ
わ
て
て
入
っ
た
の
は
第
２
分
科
会

「
日
本
軍
『
慰
安
婦
』
問
題
と
女
性
の
人

権
を
考
え
よ
う
」
で
し
た
。

　

最
初
に
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画『
終

わ
ら
な
い
戦
争
』（
金
東
元
監
督
・
２
０

０
８
年
制
作
・
６０
分
）
を
視
聴
し
、「
コ

リ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＠
富
山
」
の
堀
江

節
子
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
後
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
１４
人
が
発
言
。「
慰
安
婦
」

問
題
の
本
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

２
日
目
は
全
体
会
。
１３
日
の
午
前
中
、

富
山
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
池
田
香

代
子
さ
ん
の
記
念
講
演
「
平
和
な
未
来
を

き
ず
く
『
１
０
０
人
の
村
、
あ
な
た
も
こ

こ
に
生
き
て
い
ま
す
』」。

　

そ
し
て
、
福
島
・
沖
縄
か
ら
の
報
告
、

来
賓
あ
い
さ
つ
、
八
尾
高
校
芸
能
部
に
よ

る
『
越
中
お
わ
ら
節
』
の
歌
と
踊
り
、
大

会
決
議
案
と
大
会
ア
ピ
ー
ル
案
が
採
決
さ

れ
ま
し
た
。◇　

　

◇　
　

◇

　

大
会
・
交
流
会
を
通
じ
て
高
齢
者
パ

ワ
ー
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
、大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
仲
戸
川
実
）

昨年を上回る５３４７人が参加 記念講演の池田香代子さん

声
を
上
げ
よ
う！
集
団
的
自
衛
権
Ｎ
О

　
「
集
団
的
自
衛
権
Ｎ
О
！　

か
な
が
わ

大
集
会
」
が
１０
月
２６
日
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア

ム
前
の
横
浜
公
園
で
開
か
れ
、
４
０
０
０

人
超
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
だ
ま
会
か
ら

は
１０
余
人
が
参
加
。
集
会
後
、「
集
団
的

自
衛
権
Ｎ
О
」「
戦
争
さ
せ
な
い
」
と
市

内
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
進
し
ま
し

た
。
馬
車
道
周
辺
の
道
路
で
は
、
結
婚
披

露
宴
を
終
え
た
数
十
人
の
人
た
ち
が
デ
モ

行
進
に
手
を
振
る
な
ど
、
注
目
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

集
会
は
神
奈
川
労
働
弁
護
団
、
社
会
文

化
法
律
セ
ン
タ
ー
神
奈
川
支
部
、
自
由
法

曹
団
神
奈
川
支
部
、
青
年
法
律
家
協
会
弁

学
合
同
部
会
神
奈
川
支
部
が
主
催
し
、
横

浜
弁
護
士
会
が
後
援
。
県
憲
法
共
同
セ
ン

タ
ー
や
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
政

党
で
は
民
主
、
共
産
、
社
民
（
メ
ッ
セ
ー

ジ
）
が
参
加
す
る
な
ど
、
党
派
を
超
え
た

幅
広
い
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１１
月
２９
日（
土
）に
は
、「
武
装
解
除
人
」

の
伊
勢
崎
賢
治
さ
ん
を
迎
え
た
「
神
奈
川

県
職
員
９
条
の
会
・
平
和
の
つ
ど
い
＆
総

会
」
が
開
か
れ
ま
す
（
５
面
参
照
）。

（
鳥
海
敏
雄
）

「集団的自衛権ＮО！
かながわ大集会」に４０００人超
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力
を
あ
わ
せ
医
療
・
介
護
・
年
金
の
改
善
を

全国自治体退職者連絡会第１７回定期総会

　

８
月
２３
日
（
土
）
午
後
１
時
３０

分
か
ら
京
都
の
ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京

都
堀
川
で
、
全
国
自
治
体
退
職
者

連
絡
会
第
１７
回
定
期
総
会
が
開
か

れ
、
こ
だ
ま
会
か
ら
は
加
藤
利
秋

相
談
役
（
事
務
局
次
長
）、
植
木

真
理
子
代
表
幹
事
代
行
、
小
島
八

重
子
事
務
局
次
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
約
７０
人
。

　

経
過
報
告
で
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
・
国
保
・
介
護
保
険
・
年
金

制
度
の
充
実
を
求
め
、
政
府
・
厚

生
労
働
省
へ
の
要
請
・
交
渉
の
結

果
な
ど
１
年
間
の
と
り
く
み
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
自

治
労
連
本
部
か
ら
常
駐
デ
ス
ク
の
提
供
や

ネ
ッ
ト
回
線
な
ど
の
支
援
が
、
と
り
く
み

を
支
え
て
い
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ス
テ
イ
ク

（
長
沢
事
務
局
長
が
考
案
し
た
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
も
じ
っ
た
造
語
？
）
の
暴
走
を
く

い
止
め
る
た
め
に
、
憲
法
９
条
を
守
る
、

年
金
引
き
下
げ
反
対
、
消
費
税
増
税
反
対

な
ど
６
項
目
の
目
標
と
組
織
強
化
・
高
齢

者
の
特
性
を
生
か
し
た
と
り
く
み
の
展

開
、
２０
周
年
記
念
誌
の
発
行
準
備
な
ど
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
８
人
が
発
言
。
震
災
復
興

支
援
へ
の
お
礼
と
現
状
（
岩
手
）、
青
年

部
と
の
連
携
や
文
化
活
動
（
大
阪
）、〝
集

ま
る
・
作
る
・
食
べ
る
”
を
基
本
と
し
た

運
動
の
経
験
（
京
都
）、
土
砂
災
害
へ
の

支
援
の
訴
え（
広
島
）、神
奈
川
か
ら
は『
こ

だ
ま
会
報
』、長
寿
祝
制
度
、人
間
ド
ッ
ク
、

神
奈
フ
ィ
ル
争
議
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。

　

議
案
は
、
す
べ
て
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
来
年
の
開
催
は
名
古
屋
市
内

と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
総
会
開
催
の
前
に
京

都
散
策
が
で
き
ま
し
た
。
有
名

な
お
寺
を
訪
ね
る
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
京
都
の
裏

道
を
歩
き
ま
し
た
。
古
さ
と
新
し
さ
が
混

在
し
な
が
ら
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
古
都

の
町
並
み
に
触
れ
、
ホ
ッ
と
、
一
息
つ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
小
島
八
重
子
）

神奈川自治労連退職
者会第２３回定期総会

元
気
で
安
心

し
て
そ
の
人

ら
し
く

全国から約７０人が参加して交流（京都）

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
は
１０
月
１６

日
、
横
浜
市
従
会
館
で
第
２３
回
定
期
総
会

を
開
き
、
新
年
度
の
活
動
方
針
や
新
役
員

体
制
を
確
立
。
神
奈
川
自
治
労
連
委
員
長

か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
元
気
よ

く
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
会
長
代
行
の
内
田
次

敏
さ
ん
（
鎌
倉
）
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
さ
ら
な
る
格
差
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。

消
費
税
増
税
８
％
の
半
年
間
、
賃
上
げ
は

進
ま
ず
、
家
計
は
大
打
撃
。
深
刻
な
増
税

不
況
だ
。
そ
の
う
え
来
年
は
１０
％
に
す
る

な
ど
と
ん
で
も
な
い
」
と
指
摘
。「
安
倍

政
権
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

各
議
案
提
案
後
、
質
疑
討
論
。
参
加
者

か
ら
、
後
期
高
齢
者
の
健
康
保
険
料
ア
ッ

プ
に
反
対
す
る
運
動
を
は
じ
め
、
福
島
復

興
支
援
バ
ス
ツ
ア
ー
の
と
り
く
み
、
横
浜

市
で
進
行
し
て
い
る
企
業
保
育
園
の
現

状
、
県
退
職
者
会
解
散
に
伴
う
こ
だ
ま
会

へ
の
加
入
運
動
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
運

動
方
針
を
補
強
し
ま
し
た
。

　

年
金
・
医
療
・
福
祉
制
度
の
充
実
や
、

平
和
の
と
り
く
み
、
予
算
、
新
役
員
な
ど

を
大
き
な
拍
手
で
確
認
。
閉
会
挨
拶
は
新

会
長
の
植
木
眞
理
子
さ
ん
（
こ
だ
ま
会
代

表
幹
事
代
行
）。「
退
職
後
も
元
気
で
安
心

し
て
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を

め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

（
鳥
海
敏
雄
）

〈
新
４
役
と
こ
だ
ま
会
幹
事
等
の
紹
介
〉

会
長
：
植
木
眞
理
子
（
県
）
／
副
会
長
：

眞
次
英
一
（
横
浜
）・
内
田
次
敏
（
鎌
倉
）

／
事
務
局
長
：
高
須
昌
和
（
横
浜
）
／
事

務
局
次
長
：
青
沼
慶
祐
（
県
）
／
幹
事
：

小
島
八
重
子
（
県
）
並
木
ま
り
子
（
県
）

／
会
計
監
査
：
酒
井
道
生
（
県
）

全
国
自
治
労
連
退
職
者
連
絡
会
副
会
長
：

眞
次
英
一
（
横
浜
）
／
同
事
務
局
次
長
：

加
藤
利
秋
（
県
） 

（
敬
称
略
）
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楽しい料理教室

奥津弘久さんの作品

フォーラム南太田で開かれた料理教室

おいしそう！

絵 手 紙

三井光子さんの作品

はがき絵

山本正子さんの作品

釣
り
た
て
の
魚
の
料
理
に
挑
戦

　

９
月
２０
日
土
曜
日
、
１１
時

か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
南
太
田
で

行
わ
れ
た
「
楽
し
い
料
理
教

室
」
に
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
調
理
台
が

４
カ
所
あ
り
、
１０
人
位
が
座

れ
る
大
き
な
丸
い
テ
ー
ブ
ル

が
あ
る
広
々
と
し
た
調
理
室

で
し
た
。
参
加
者
は
９
人
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、「
む
か
ご

と
油
揚
げ
の
炊
き
込
み
ご
飯
」
と
、
鯖
・

鰯
・
鰺
の
３
種
類
の
「
握
り
寿
司
」、「
蕗

味
噌
」、「
締
め
鯖
」、
魚
の
ア
ラ
を
使
っ

た
「
味
噌
汁
」
で
す
。

　

バ
ッ
ト
に
並
べ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
お

魚
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
！　

目
玉
が
真
っ

黒
、
お
肌
つ
や
つ
や
の
生
き
の
良
い
魚
が

積
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
魚
は
、
前
日
に
仲
戸
川
実
さ
ん
が

釣
船
で
釣
っ
て
き
た
魚
な
の
で
す
。
手
間

暇
と
労
力
を
か
け
て
釣
っ
て
き
て
い
た
だ

い
た
仲
戸
川
さ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
、
料
理

開
始
で
す
。

　

料
理
指
導
は
飯
塚
武
弘
さ
ん
。ま
ず「
炊

き
込
み
ご
飯
」
の
具
材
の
切
り
方
や
、
魚

の
さ
ば
き
方
な
ど
を

教
え
て
も
ら
い
、
参

加
者
全
員
で
魚
を
さ

ば
い
た
り
、
皮
を
は
い
だ
り
骨
を
取
っ
た

り
し
ま
し
た
。鰺
が
結
構
大
き
か
っ
た
し
、

本
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
大
分
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
鯖
２
本
は
、
飯
塚
さ
ん
が
素
早

く
３
枚
に
下
ろ
し
、
し
め
鯖
と
な
り
ま
し

ン
を
料
理
の
お
供
に
し
て
歓

談
し
な
が
ら
、
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
料
理
に
は
包
丁

が
一
番
大
事
。
包
丁
の
研
ぎ

方
の
話
を
伺
っ
て
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

常
々
も
う
少
し
切
れ
味
の
良

い
包
丁
を
使
っ
た
ら
も
っ
と

料
理
が
楽
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
砥
石
を
買
っ
て
も
使
い

こ
な
せ
ず
、
戸
棚
の
奥
に
し

ま
い
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
砥
石
の
使
い

方
を
教
わ
っ
た
の
で
、
実
際

に
使
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

料
理
教
室
で
は
料
理
だ
け

で
な
く
、
そ
の
他
の
い
ろ
い

ろ
な
知
識
も
教
え
て
い
た
だ

け
る
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
次
回
も
参
加
し
た
い
で

す
。 

（
小
室
豊
子
）

た
。

　

握
り
寿
司
も
皆
で
作

り
ま
し
た
が
、
握
る
ご

飯
が
ど
う
し
て
も
多
く

な
っ
て
し
ま
い
、
な
か

な
か
難
し
い
。
蕗
味
噌

の
蕗
は
、
飯
塚
さ
ん
が

春
に
採
っ
て
冷
凍
保
存

し
て
い
た
物
で
、
と
て

も
良
い
香
り
で
し
た
。

　

料
理
が
出
来
上
が

り
、
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ

ら
れ
、
日
本
酒
と
ワ
イ

た
く
さ
ん
の
魚
を
て
き
ぱ

き
と
さ
ば
く
飯
塚
さ
ん


